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Ⅰ　 は じ め に

倉敷水島臨海工業地帯では昭和40年 代に入ってか

ら急に大気の汚染が進み,わ れわれ も昭和46年 以来

経年的に一般住民の大気汚染の人体に及ぼす影響を

調査 して きた.こ の間倉敷市では大気汚染防止法に

基づ き厳しい規制を続けており1),2),水島 の大気汚染

は漸次好転してきてはいるが,引 続 き昭和49年 度 も

その人体影響 を前年度と比較 してその推移 を把握す

るために筆者等の指導のもとに倉敷市は昨年度 と略

同様の調査を行なった.

従来の調査は一般住民の結核検診の受診者をその

まま調査対象としてきたため,そ の成績は必ずしも

汚染地区,非 汚染地区を代表するものといい難かっ

たので今年度は調査対象者の抽出方法をかえ,か つ

呼吸機能検査 もフローボリウム曲線を中心にして行

なったのでその成績をここに報告する.

Ⅱ　調査対象および調査方法

1. 調 査 対 象

調査地区中汚染地区は倉敷市内で大気汚染の影響

が最 もあると考えられる水島地区の1福, 3福, 4

福, 5福,水 島,本 荘,郷 内の7学 区とし,非 汚染

地区には大気汚染の少ない万寿,菅 生,西,大 高,

庄,琴 東の6学 区とした.

対 象者は一般住民の定期結核検診(レ ントゲン間

接撮影)の 受診者の うちの40～60才 の男女で,肺 機

能検査に耐 えうるもので,女 子は受診者の中から無

作為抽出を行なって各学区共それぞれの地区の昭和

45年 の国勢調査の人口と調査者とが略等しい年代構

成割合になるようにした もので,汚 染地区269人,非

汚染地区184人 で ある.男子の場合受診者数が少ない

ので特別の抽出方法は行なわず,汚 染地区147人,非

汚染地区107人 であ り,男 女の総計は707人 で ある.

2. 調 査 期 間

昭和49年5月17日 よ り同7月24日 までの間で17会

場, 17日 間に実施 した.

3. 調 査 方 法

イ) 呼吸器症状問診

従来の調査 との比較の意味からフレッチャー方式

に整理 して, Nは 正常, Cは せ き, Sは たんで3週

間以上3ヶ 月未満あるもの, C3は せ きのみ3ヶ 月以

上, S3は たんのみが3ヶ 月以上続 くもので, C3S,

 CS3, C3S3は これらの組合せである. CBと は慢性

気管支炎でせ き,た んが共に1年 の うち3ヶ 月以上,

 2年 以上続 くものをいい,喘 息発作 とはこの1, 2年

間に喘息発作のあったものをさす ものとした.ま た

有訴率, CB率 の標準化 は環境庁の示す公害保健関

係調査等の方法によった3).

ロ) 呼 吸 機能 の調査はサンワのOST70B型 を使

用してプローボリウム曲線を測定したが,少 なくと

も2回 以上実施 し,ピ ークフローが鋭いピークで得

られることを原則 としてPF, V75, V50, V25, V10, V50

/V25, V25/V10を 求 めた.

またこの検査で同時に描写出来 るスパイロ曲線よ

り1秒 率とボル ドウインの予測値に対す る% VCを

求 めた.

Ⅲ　成 績

1. 調査地区の環境測定の概要(図1)

調査地区のSO2濃 度 は水島の工業地帯で最 も汚染

の著しい5福 では昭和47年 か ら48年 にかけては月平

均直が0.04ppmを 上廻 ることも多いが,水 島地区に
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ある市公害監視センターにおける値はそれより低 く,

また昭和48年9月 以降すなわち石油ショックと共に

急に低値を示すに至 り,汚 染地区と非汚染地区の差

が殆 どなくなり,そ の後昭和49年4月 には再 び水島

地区が高値を示す兆が見えているが,調 査時点の昭

和49年6月 では市公害監視センターの測定値 も倉敷

の値 も殆 ど差がない.ま たNOxも 同様の傾向であり,

昭和48年9月 以降は西阿知(非 汚染地区)と 市公害

監視センターと比較 してみても差は極めて軽微とな

っている.

2. 調査者の性別,年 代別内訳(表1)

男子 は受診者の全員であるが,女 子は各年代がそ

れぞれの地区の昭和45年 の国勢調査人口と比較 して

表1の ような割合である.

表1　 調査者の性別,年 代別内訳

図1　 SO2, NOx濃 度 の推移(導 電率法)



岡山大学公衆衛生　 255

3. 呼吸器症状の有訴(表2)

問診 によ る呼吸器症状の訴 えでC3, S3, CS3,

 C3S, C3S3, CB,喘 息 発作の合計を有訴 としてみ

た有訴率(以 下有訴率と呼ぶ)は 汚染地区全体で16.6

%,非 汚染地区で13.1%で,汚 染地区にやや高率で

はあるが有意の差はな く,ま た女子のみについてみ

た値は汚染地区9.7%,非 汚染地区6.5%で これも有

意の差がなかった.更 に有訴率の うちのCB率 のみ

を取出してみて も男女合計で も,女 子のみの場合 も

共に両地区間に有意の差はなかった.な お表示 して

いないが年令,性 別を標準化 した有訴率は汚染地区

19.7%,非 汚染地区15.8%で,同 標準化CB率 は汚

染地区5.1%,非 汚 染地区3.2%で あ った.

4. 呼吸機能について

a) スパ イロの成績(表3)

表2.　 年代別,性 別呼吸器症状の有訴

表3　 スパイロの成績

% VC, 1秒 率共に全体の平均値は両地区間に差

がなく,ま た1秒 率70%以 下の もの,す なわち換気

区分で混合型および閉塞型合わせたものは汚染地区
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4.3%,非 汚 染 地 区4.1%で これ も両 地 区 間 に差 が な

か っ た。

表4　 年代別フローボ リウム曲線(女 子)

*
, **, ***は 両 地 区 間 にP≦0.05, P≦0.01, P≦0.001で そ れ ぞ れ有 意 の 差 の あ る こ と を示 す 。

表5　 年代別フローボリウム曲線(男 子)

5. フ ロー ボ リウ ムの成 績(表4, 5)

女 子 で は有 意 の 差 は な か った がPF, V75は40代,

 50代 で は汚 染 地 区 が 低 値 を示 し, V50は40代, 60代

で は逆 に高 値 を 示 し, V25は 一 定 の 傾 向 が な か っ た

が, V10は 汚 染 地 区 が 小 値 を示 した 。V50/V25, V25/V10

は共 に各 年 代 とも汚 染 地 区 が 高 値 を示 し, V50/V25の

60才 代, V25/V10の50代 お よ び60代 で は 有 意 の 差 が

み られ た。 男 子 の場 合 も汚 染 地 区 のPFは 低 値 を 示

し,殊 に60才 代 のPF/身 長 は有意の差があった。ま

たV50が 高値を示す傾向は女子 と同様であるが, V25,

 V10は 女子と異 り汚染地 区の方が高値であった。し

か しこれらはいずれ も有意の差 はなく, V50/V25,

 V25/V10も 汚 染地 区の方が高値であるものが多いが

いずれ も有意の差はなかった。

Ⅵ　考 察

水島臨海工業地帯の大気汚染は昭和45, 6年 頃に

はそれに伴 う苦情件数 も増加し1),2),農作物にも被害
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が出 るに至 ってお り,ま た昭和46年 以来経年行なっ

ている一般住民の人体影響の調査でも明らかに非汚

染地区と比較 して異常がみられ,昨48年 度 の一般住

民について汚染地区1433人,非 汚染地区568人 の調査

成績でも有訴率は汚染地区20.4%,非 汚染地区14.4

%で 有意の差がみられている4)。当時の水島地区は大

気汚染の指標 とされているSO2濃 度 のみをみても月

平均値が0.04ppmを 越 えることも多く,非汚染地区

と汚染度の差がみられた。ところが昭和49年9月 以

降は急にSO2, NOx濃 度 は共に低値を示 し,今 回の

調査時点の昭和50年6月 では5福 以外は非汚染地区

と殆 ど差がなくなってきている.こ のような環境濃

度の もとにおいて行なった本調査では呼吸器症状の

有訴率は汚染地区16.6%,非 汚染地区13.1%で 昭和

48年 度 より低値を示 し,か つ両地区間の有意の差は

みられず,ま た受診者の中から無作為抽出を行なっ

た女子のみの有訴率 も同様に両地区間に差がなかっ

た.

呼吸機能でスパイロの1秒 率は両地区間に全く差

がみられなかった.従 来からスパイロの検査,殊 に

その1秒 率は大気汚染による呼吸器症状の調査に好

んで用いられて来ているが,低 濃度汚染の場合,そ

してそれはむしろ今日多くの各地でみられている大

気汚染の実態でもあるが,そ こにおこる末梢気道の

極めて軽微な閉塞性病変の把握には必ず しも充分と

はいえない.こ れについて既に宍戸 ら5),8),山内 ら6),佐

々木9)7)10)らはその発見にフローボリウム曲線が最 も

有用であることを強調 しており,わ れわれ も倉敷市

におけるその調査成績の一部を発表して きた11).本調

査で男子の場合は地区を代表するといい難いので,

結核検診受診者の中か ら無作為抽出した女子につい

てみるとそのフローボリウム曲線は各年代共一般 に

有意差はないにして も, PF, V75は 汚染地区では非

汚染地区よ り低値 を示 し, effort dependentの 部

分に属するV50は むしろ高値 を示 し,そ してeffort

 independentの 部分は低値を示す傾向がみられた.従

ってそれか ら導かれるV50/V25, V25/V10は 汚 染地区

が高値を示し,殊 にこの傾向は汚染地区の高年令に

至る程著明とな り,非 汚染地区と有意差を示 した.

即 ちフローボ リウム曲線で殊にその曲線性の増大,

つ まりV25, V10で 下 に凸になることを意味する指標

であるV50/V25, V25/V10に よ ると有訴率だけか らは

判定できないような場合でも汚染の影響を極めて敏

感に明示 しえた.

最 近の水島の大気は大分きれいになったという表

現 もあるが,昭 和49年 度 の調査では子細に検討すれ

ば以上の如 く尚若干の人体影響 もみられ,今 後引 き

つづき観察を続けなければならないと思 う.そ して

全国的にも今後は現在の水島のような形の大気汚染

が問題になるのではなかろうかと考えるが,そ の人

体影響の調査には是非フローボリウム曲線の検査を

加 えて行 うべきことを強調 したい.

Ⅴ　結 語

昭和49年 度の水島地区416人,そ の他の倉敷市内の

非汚染地区291人 について大気汚染の人体影響につい

て調査 し,次 の成績を得た.

1) 水島地区の大気汚染は好転 して非汚染地区 と

の差が少な くなっている.

2) 呼吸器症状有訴率は水島地区が16.1%,そ の

他の倉敷市の非汚染地区が12.9%で 有意の差はなか

った.

3) しか しながら呼吸器機能検査でフローボ リウ

ム曲線によればV50/V25 , V25/V10は 高 年代では汚染

地区と非汚染地区に有意の差がみ られた.

4) この ことから低濃度汚染における呼吸器障害

の判定にフローボ リウムの検査が極めて有用である

といえる.
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A study of the influence of air pollution on a human body 

by Flow-volume curve

Tadashi OKAMOTO

Department of Public Health, Kawasaki Medical College, Kurashiki City, Japan

Tadamichi MEGURO

Department of Public Health, Okayama University Medical School, Okayama City, Japan

A comparative study of the influence of air pollution on a human body was made between 
416 inhabitants in the air-polluted area and 291 inhabitants in the non-air-polluted area, aged 

40 to 69, in Mizushima Industrial Area. The condition of air pollution in Mizushima Districts, 
except some districts, has changed for the better since September in 1973, so there were found 
less differences between the study and the control areas in both of the values of SO2 concent
ration and NOx concentration. Accordingly, the incidence of a respiratory disease by air 

pollution was considered to have no significant difference in comparison with the control area. 
But, in the pulmonary function test, the values of V50/V25 and V25/V10, especially, by the 
flow-volume curve were high significantly in the fifties and the sixties of age of the study area.


